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   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  16/46     (2006.01)
   Ｃ１２Ｐ  21/02     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/15     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/19     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/21     (2006.01)
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   Ａ６１Ｐ  29/00     (2006.01)
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   Ｃ１２Ｎ   5/00    １０１　
   Ａ６１Ｋ  37/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  37/06    　　　　
   Ａ６１Ｐ  35/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  29/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  37/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ   1/04    　　　　
   Ａ６１Ｐ  17/06    　　　　
   Ａ６１Ｐ  19/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/00    １０１　

【手続補正書】
【提出日】平成25年5月24日(2013.5.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１つ以上のエピトープ結合ドメインに連結した受容体－Ｆｃ融合体を含む抗原結合タン
パク質。
【請求項２】
　少なくとも１つのエピトープ結合ドメインが免疫グロブリン単一可変ドメインである、
請求項１に記載の抗原結合タンパク質。
【請求項３】
　前記免疫グロブリン単一可変ドメインがヒトｄＡｂである、請求項２に記載の抗原結合
タンパク質。
【請求項４】
　前記結合タンパク質が２以上の抗原に対する特異性を有する、請求項１～３のいずれか
に記載の抗原結合タンパク質。
【請求項５】
　前記受容体－Ｆｃ融合体がＣＴＬＡ－４－Ｉｇ、ＴＮＦＲ２－Ｉｇ、またはＴＡＣＩ－
Ｉｇを含む、請求項１～４のいずれかに記載の抗原結合タンパク質。
【請求項６】
　少なくとも１つのエピトープ結合ドメインがＨＥＲ２またはＴＮＦαまたはＶＥＧＦま
たはＶＥＧＦＲ２またはヒト血清アルブミンに結合可能な、請求項１～５のいずれかに記
載の抗原結合タンパク質。
【請求項７】
　少なくとも１つの前記エピトープ結合ドメインが１～１５０のアミノ酸を含むリンカー
を介して前記受容体－Ｆｃ融合体に直接連結される、請求項１～６のいずれかに記載の抗
原結合タンパク質。
【請求項８】
　少なくとも１つの前記エピトープ結合ドメインが配列番号１５～１９、配列番号３１～
３２に記載のいずれか１つ、又はそれらの任意の複合もしくは組み合わせより選択された
リンカーを介して前記受容体－Ｆｃ融合体に直接連結される、請求項７に記載の抗原結合
タンパク質。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれかに記載の抗原結合タンパク質をコードするポリヌクレオチド配
列。
【請求項１０】
　請求項１～８のいずれかに記載の抗原結合タンパク質をコードする１つ以上のポリヌク
レオチド配列を含む、形質転換又はトランスフェクトされた組換え宿主細胞。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の宿主細胞を培養する工程及び前記抗原結合タンパク質を単離する工
程を含む、請求項１～８のいずれかに記載の抗原結合タンパク質の生産方法。
【請求項１２】
　請求項１～８のいずれかに記載の抗原結合タンパク質及び製薬上許容可能な担体を含む
医薬組成物。
【請求項１３】
　医薬において使用するための請求項１～８のいずれかに記載の抗原結合タンパク質。
【請求項１４】
　免疫疾患、例えば自己免疫疾患、または癌、または炎症性疾患、例えば全身性エリテマ
トーデス、多発性硬化症、クローン病、乾癬、または関節炎疾患、例えば関節リウマチの
治療のための、請求項１～８のいずれかに記載の抗原結合タンパク質。
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